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ソーシャルメディア利用規程
(目的)
第1条	　この規程は、会社の従業員、契約社員、アルバイト、派遣社員(以下「従業員」と
いう。)のすべてに対し、ブログ、ソーシャル・ネットワーク、その他のソーシャルメディアを利用する際、ソーシャルメディアに発信する本人のプライバシーが侵害されたり、会社のブランドが毀損されることがないよう、発信者が責任をもち、良識のある利用ができるようにすることを目的とする。

(ソーシャルメディアの特徴)
第2条	　従業員は、ソーシャルメディアの利用に関し、次の各号の特徴を十分に理解して
おかなければならない。
(1) ソーシャルメディアにおいて発信した内容は、瞬時に不特定多数に拡散すること。
(2) 一度発信され、公開された内容は、これを完全に削除することは不可能であること。
(3) 身元を隠して発信したとしても、発信者の氏名や所属が特定されることがあること。

(発信してはならない情報)
第3条	　従業員は、会社及び他者の技術上、営業上、経営上の機密情報を発信してはなら
ない。
2 会社はもちろん、同僚、お客様や取引先その他いわゆる他人に対する中傷は発信しては
ならない。
3 人種や宗教、性別等に関する中傷、特定の個人に対する侮辱やプライバシーを侵害する
内容、わいせつな内容は発信してはならない。
4 会社のロゴや商標を、会社の許可なく使用せず、その他、著作権、商標権、肖像権など
第三者の権利を尊重し、侵害してはならない。

(ソーシャルメディア利用の留意事項)
第4条	　　従業員がソーシャルメディアを利用する際には、次の各号に掲げる事項を留意
しなければならない。
(1) 会社の信用を失墜させるような発信は厳に慎むこと。
(2) つねに誠実な態度で良識ある発信を行うよう、心がけること。
(3) 間違っていたら、誤りを素直に認め、すぐに訂正すること。
(4) 会社に関連した事柄を発信する際には、身元(氏名、必要な場合には当社での所属)を
明らかにし、一人称で行うこと。また、「このサイトの掲載内容は私個人の見解であり、
会社の立場や意見を代表するものではありません」との免責文を入れること。
(5) 読み手がどのような受止め方をするかを考え、内容、表現に留意すること。特に政治・
宗教など意見が分かれる問題について発信するときには、より慎重に行うこと。
(6) 発信してよいか迷ったら、上司や同僚に相談するか、発信しないようにすること。
(7) 法令はもちろん、会社の就業規則や各種指針等を遵守し、違反したときは懲戒の対象
となること。

(罰則)
第5条  　この規程の違反は、就業規則の懲戒処分の対象とする。

(問い合わせ窓口)
第6条	　この規程に関する質問、違反行為の通報等については、総務部を窓口とする。

(規程の改廃)
第7条　　この規程の改廃は社長が決定する。



